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(1)芦屋を日本一住みよいまちに

第

二
回
定
例
議
会

（六
月
）
が
開
催
さ
Й

子
育
て
世
帯
生
活
支
援
給
付
金
と

住
民
税
非
課
税
世
帯
へ
の
給
付
▲

子
育
て
支
援
事
業
の
拡
充
に
つ
い

芦
屋
市
来
年
１
０
月
か
ら
指
定
ご
み
ハ

六
月
定
例
会
は
六
月
六
日
か
ら
六
月
二
十
七
日
ま
で
開
催
さ
れ
、
副
議

監
査
委
員
、
阪
神
水
道
事
業
団
の
委
員
、
三
常
任
委
員
会
の
正
副
委
員
長

い
、
ゴ
ミ
の
指
定
袋
導
入
の
条
例
改
正
、
七
月
か
ら
の
子
育
て
支
援
事
業

計
の
補
正
予
算
等
の
議
案
を
可
決
、
少
人
数
学
級
の
推
進
と
教
職
員
定
数

意
見
書
を
採
択
し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
影
響
が
長
期
化
す
る
中
で
、
食

等
に
直
面
す
る
低
所
得
の
子
育
て
世
帯

（ひ
と
り
親
世
帯
７
０
０
世
帯
の
よ

に
対
し
て
児
童

一
人
に
つ
き
五
万
円
を
支
給
す
る
こ
と
や
、
住
民
税
非
課

別
給
付
金
の
申
請
が
な
い
こ
と
で
受
給
で
き
て
い
な
い
世
帯
２
０
０
０
世

世
帯
当
り
十
万
円
の
現
金
を
給
付
す
る
た
め
の
臨
時
交
付
金
が
国
か
ら
交

余
裕
が
な
か
つ
た
た
め
、
市
長
が
議
会
に
か
け
な
い
で
支
給
す
る
こ
と
を
斗

し
ま
し
た
。

芦
屋
市
で
は
、
家
族
の
入
院

。
事
故

。
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
由
で

ど
も
の
養
育
が

一
時
的
に
困
難
に
な

っ
た
場
合
、
市
が
指
定
し
て
い
る
児

親
宅
で
お
預
か
り
す
る

「
子
育
て
家
庭
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事
業
」
が
あ
り

し
か
し
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
環
境
の
変
化
に
よ
り
、
家
庭
内
の
問
題
が

言

本
事
業
の
必
要
性
が
大
き
く
な

っ
て
い
ま
す
が
、
多
く
の
事
業
所
に
お
い

策
に
よ
っ
て
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
受
け
入
れ
を
休
止
し
て
い
ま
す
。
そ
こ

れ
先
と
し
て
新
た
に
里
親
を
追
加
す
る
と
と
も
に
、
１
人
あ
た
り
年
間
利

充
す
る
た
め
に
補
正
予
算
を
提
案
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
育
児
ス
ト
レ
ス
や
産
後
う
つ
病
な
ど
、
子
育
て
に
不
安
や
孤
独

や
支
援
の
必
要
な
家
庭
に
対
し
、
助
産
師
や
臨
床
心
理
士
、
ヘ
ル
パ
ー
が

行
な
う

「育
児
支
援
家
庭
訪
問
事
業
」
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
つ

で
の
環
境
の
変
化
に
よ
り
育
児

・
家
事
に
負
担
を
抱
え
る
家
庭
や
、
ヤ
ン

る
家
庭
な
ど
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
、
調
理
や
清
掃
な
ど
の
幅
広
い

対
応
す
る
事
業
者

（シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
）
を
委
託
先
に
追
加
し
、

減
す
る
た
め
に
補
正
予
算
を
提
出
。
何
れ
の
補
正
予
算
も
六
月
議
会
で
可
ヽ

現
在
、
芦
屋
市
で
は
黒
い
袋
な
ど
で
ご
み
出
し
が
で
き
る
た
め
、
中
身

釜
を
支
給

本
導
入

費
等
の
物
価
高
騰

ノ
ち
６
０
０
世
帯
）

税
世
帯
で
臨
時
特

帯
に
対
し
て
、　
一

付
さ
れ
、
時
間
的

体
定

（先
決
処
分
）

Ｋ１
８
歳
未
満
の
子

童
福
祉
施
設
や
里

ま
す
。

眉
増
加
し
て
お
り
、

て
、
感
染
予
防
対

で
市
は
、
受
け
入

用
可
能
日
数
を
拡

感
を
抱
え
る
家
庭

訪
問
し
、
支
援
を

い
て
も

コ
ロ
ナ
禍

グ
ケ
ア
ラ
ー
が
い

支
援
の
ニ
ー
ズ
に

家
庭
の
負
担
を
軽

仄
と
な
り
ま
し
た
。

が
わ
か
ら
ず
出
さ

れ
た
も
の
は
全
て
回
収
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
県
の
１
９
年
度
の
調
査
で
は
、
市
民

一
人

の

一
日
当
た
り
の
ゴ
ミ
の
排
出
量
は
約
６
９
０
グ
ラ
ム
に
上
り
、
県
内
４
１
市
町
の
う
ち
５

番
目
に
多
い
量
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
指
定
ご
み
袋
を
巡

っ
て
は
、
阪
神
間
７
市
１
町

で
指
定
が
な
い
の
は
芦
屋
市
だ
け
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
市
は
、
家
庭
か
ら
出
る
ご
み
の
減
量
を
目
指
し
、
規
格
を
定
め
た

「指
定
ご
み
袋
」

の
導
入
を
来
年
１
０
月
か
ら
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
指
定
ご
み
袋
に
つ
い
て

市
は
、
業
者
を
指
定
し
、
市
場
価
格
で
販
売
す
る
た
め
価
格
は
低
く
抑
え
ら
れ
る
と
し
て
い

ま
す
。
今
後
、
市
は
市
民

へ
の
説
明
会
や
小
中
学
校
等
で
の
チ
ラ
シ
配
布
、
市
内
掲
示
板
、

広
報
紙
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
通
じ
て
周
知
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

教
職
員
定
数
の
改
善
を
求
め
る
意
見
書
採
択

教
員
不
足
が
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。
長
時
間
労
働
な
ど
で
教
員
に
魅
力
を
感
じ
ず
、
教
職

を
志
望
す
る
若
者
が
減

っ
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
臨
時
的
任
用
の
講
師
と
し
て
働
こ
う
と
す

る
人
の
減
少
が
原
因
の

一
つ
で
す
。

芦
屋
市
で
も
昨
年
度
、
産
体
で
休
ん
だ
先
生
の
代
わ
り
に
教
頭
が
ク
ラ
ス
の
担
任
を
し
た

と
い
う
事
例
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
正
規
の
教
員
が
産
体
や
病
休
な
ど
で
休
職
し
て

も
、
臨
時
的
任
用
の
教
員
が
見
つ
か
ら
な
い
た
め
、
学
校
現
場
で
は
管
理
職
の
教
頭
ば
か
り

か
校
長
ま
で
も
が
授
業
や
担
任
業
務
を
兼
任
す
る
と
い
っ
た
対
応
に
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
兵
庫
県
教
育
委
員
会
は
、
神
戸
市
を
除
く
県
内
の
公
立
学
校
で
計
１
１
４

人
の
教
員
が
不
足
し
、
計
画
通
り
に
配
置
で
き
て
い
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
昨

年
度
よ
り
２
８
人
増
え
て
お
り
、
尼
崎
の
中
学
校
で
は
、　
一
部
の
授
業
を
自
習
に
せ
ざ
る
を

得
な
い
事
態
に
陥

っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
原
因
と
し
て
は
小
中
学
校
は
出
産
や
病
気
で
休
職

し
た
教
員
の
代
わ
り
が
見
つ
か
ら
な
い
。
少
人
数
教
育
の
た
め
の
非
常
勤
講
師
が
い
な
い
な

ど
で
す
。
勿
論
、
大
半
の
学
校
で
は
他
の
教
員
が
カ
バ
ー
し
て
い
ま
す
が
、　
一
部
で
は
授
業

に
支
障
が
出
て
い
る
そ
う
で
す
。
芦
屋
で
は
今
の
と
こ
ろ
そ
う
い
う
話
は
聞
き
ま
せ
ん
が
、

い
つ
そ
う
い
う
状
態
に
な
ら
な
い
と
も
限
り
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
学
校
現
場
で
は
教
員
の
増
員
を
求
め
て
い
ま
す
。
正
規
の
教
員
を

増
や
す
に
は
、
教
員
定
数
を
定
め
る
義
務
標
準
法
を
改
正
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

教
員
の
給
与
を
定
め
て
い
る
給
特
法
の
改
定
で
、
教
員
の
待
遇
を
改
善
す
る
こ
と
も
不
可
欠

で
す
。
そ
こ
で
、
芦
屋
市
議
会
で
は
六
月
議
会
で
教
職
員
定
数
の
見
直
し
を
求
め
る
意
見
書

を
全
会

一
致
で
採
択
し
、
国
や
県
に
提
出
し
ま
し
た
。

教
育
は

「国
家
百
年
の
計
」
で
あ
り
、
教
員
に
魅
力
を
感
じ
ず
教
員
不
足
に
陥

っ
て
い
る

現
状
を
放
置
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
国
は
教
育
に
予
算
を
し
っ
か
り
つ
け
て
教
員
確
保

と
質
の
向
上
に
責
任
を
持
つ
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

市
議
会
で

「里
親
制
度
」
に
つ
い
て
研
修

保
護
者
に
よ
る
児
童
虐
待
や
ネ
グ
レ
ク
ト
、
離
婚
、
病
気
、
貧
困
な
ど
様
々
な
理
由
で
保

護
者
と

一
緒
に
暮
ら
せ
な
い
子
ど
も
が
県
内
に
約
１
５
０
０
人
も
い
ま
す
。
そ
う
い
う
子
ど

”
ま

し

た

。

長
や
議
会
選
出
の

等
の
選
任
を
行
な

の
た
め
の

一
般
会

の
改
善
を
求
め
る
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も
た
ち
を
温
か
く
家
庭
に
迎
え
入
れ
て
育
て
る

「里
親
制
度
」
に
つ
い
て
先
般
、
市
議
会
で

研
修
を
行
な
い
ま
し
た
。

一
昨
年
の
兵
庫
県
内
の

「里
親
制
度
」
の
登
録
世
帯
数
は
６
２
９
世
帯
と
な
り
、
１
０
年

で
ほ
ぼ
倍
増
し
ま
し
た
。
里
子
の
受
け
入
れ
世
帯

（受
託
里
親
）
も
増
え
て
い
ま
す
。

１
９
６
世
帯
が
里
子
を
迎
え
て
い
ま
す
。

里
親
制
度
に
は
、
子
ど
も
を

一
定
期
間
、
家
庭
に
迎
え
入
れ
る

「養
育
里
親
」
、
養
子
縁
組

に
よ
っ
て
子
ど
も
と
法
的
に
親
子
に
な
る
こ
と
を
希
望
す
る

「養
子
縁
組
里
親
」
、
虐
待
や
非

行
、
障
害
な
ど
専
門
的
な
援
助
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
を
育
て
る

「専
門
里
親
」
、
祖
父
母
な

ど
の
親
族
が
養
育
す
る

「親
族
里
親
」
が
あ
り
ま
す
。
ほ
か
に
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
里
親
と
し
て
、

児
童
養
護
施
設
に
暮
ら
す
子
ど
も
と
週
末
に
交
流
す
る

「週
末
里
親
」
、
正
月
や
夏
休
み
な
ど

に
預
か
る

「季
節
里
親
」
も
あ
り
ま
す
。

里
親
に
な
る
に
は
ま
ず
、
各
地
の
子
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

（児
童
相
談
所
）
、
芦
屋
西
宮
は
、

「西
宮
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
」
へ
の
相
談
が
第

一
歩
で
す
。
そ
の
後
、
研
修
や
家
庭
訪
問
な

ど
を
経
て
、
里
親
に
認
定
さ
れ
ま
す
。
里
親
に
は
特
別
な
資
格
は
必
要
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が

一
定
の
条
件
が
あ
り
ま
す
。
・
子
ど
も
の
養
育
に
つ
い
て
の
理
解
や
熱
意
が
あ
り
、
子
ど
も
に

対
す
る
豊
か
な
愛
情
を
有
し
て
い
る
こ
と

。
経
済
的
に
困
窮
し
て
い
な
い
こ
と

。
子
ど
も
の

養
育
に
関
し
て
虐
待
な
ど
の
問
題
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
―
な
ど
で
す
。

・
里
親
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
　
西
宮
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

里
親
担
当

住
所
　
西
宮
市
青
木
町
３
１
２
３
　
電
話
　
０
７
９
８
１
７
１
１
４
６
７
０
ま
で

議
長
と
し
て
こ
ん
な
こ
と
し
て
い
ま
す
。

芦
屋
川
の
河
日
付
近
に
は
ご
覧
の
よ
う
に
ペ
ツ
ト
ボ
ト
ル
や
ビ

ニ
ー
ル
袋
、
植
木
の
容
器

な
ど
が
漂
着
し
て
き
て
い
ま
す
。
冬
場
は
そ
う
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
夏
に
な
る
と
大
阪
湾

を
漂

っ
て
い
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
が
南
風
と
と
も
に
大
量
に
流
れ
て
き
ま
す
。
ブ
ラ
ご
み

は
深
刻
な
海
洋
汚
染
な
ど
の
原
因
と
な

っ
て
い
ま
す
。

安
く
、
軽
く
、
腐
ら
な
い
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
利
点
は
、
逆
に
言
え
ば
捨
て
ら
れ
や
す
く
、

ひ
と
た
び
捨
て
ら
れ
れ
ば
遠
く
に
広
が
り
、
い
つ
ま
で
も
分
解
せ
ず
に
残
り
ま
す
。
道
端
に

捨
て
ら
れ
た
り
、
ご
み
箱
か
ら
こ
ぼ
れ
た
ご
み
は
風
に
飛
ば
さ
れ
た
り
、
大
雨
で
流
さ
れ
た

り
し
て
川
に
入
り
、
最
終
的
に
は
海

へ
流
れ
て
い
き
ま
す
。
海
に
流
れ
込
む
ブ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ご
み
は
世
界
で

一
年
間
に
計
８
０
０
万
ト
ン
に
も
上
る
そ
う
で
す
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
流
失
に
よ
る
海
洋
汚
染
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
先
ず
海
洋
ご
み
の
実

体
把
握
や
海
洋
漂
着
物
等
の
回
収
処
理
、
ポ
イ
捨
て
、
不
法
投
機
撲
滅
な
ど
の
発
生
抑
制
を

確
実
に
推
進
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
全
国
市
議
会
議
長
会
で
は
、
令
和
４
年
度

の
テ
ー
マ
と
し
て

「
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
は
じ
め

と
す
る
プ
ラ
ス
テ
ッ
ク
ご
み
問
題
」
に
取
り
組
む
こ

と
に
な
り
、
私
は
そ
の
特
別
委
員
会
の
委
員
の

一
人

と
し
て
任
命
さ
れ
、　
一
年
間
活
動
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

近

日

付

１０

口
月

河

‐８

＝

奪
国
閣
芦

２

今
来

の
市
立
中
学
校
卒
業
生
の
進
路
状
況

（令
和
４
・

・
県
立

市

立
未 就 外 専 県 県 県 特 神 青
定 職 国 修 外 外 内 別 戸 雲

す
３
月
卒
業
生
　

　

５
０
８
人
）

戸
屋
高
校
　
　
　
　
　
４
６
人

仰
影
高
校
　
　
　
　
　
２
７
人

界
灘
高
校
　
　
　
　
　
２
６
人

仰
戸
高
校
　
　
　
　
　
４
０
人

共
庫
高
校
　
　
　
　
　
１
１
人

民
田
高
校
　
　
　
　
　
　
６
人

国
際
高
校
　
　
　
　
　
　
８
人

た
崎
工
業
高
校
　
　
　
　
３
人

辰
業
高
校
　
　
　
　
　
　
２
人

仲
戸
鈴
蘭
台
高
校

　

　

・
１
人

四
宮
高
校
　
　
　
　
　
　
　
１
人

四
宮
今
津
高
校
　
　
　
　
１
人

共
庫
工
業
高
校
　
　
　
　
１
人

玉
塚
北
高
校
　
　
　
　
・

１
人

明
石
高
校
　
　
　
　
　
　
１
人

夕
野
台
高
校

四
宮
香
風
高
校
　
　
　
１
４
人

耳
合
高
校
　
　
　
　
　
２
８
人

ハ
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
高
校
　
２
８
人

什
学
技
術
高
校
　
　
　
１
２
人

た
崎
双
星
高
校
　
　
　
　
２
人

四
宮
高
校
　
　
　
　
　
　
１
人

仲
戸
工
科
高
校
　
　
　
　
１
人

で
の
他
県
内
公
立
高
校
　
３
人

暴
外
国
公
立
高
校
　
　
　
２
人

須
磨
翔
風
高
校

仲
港
橘
高
校

ん
崎
高
校

両
校
　
　
　
　
　
　
　
　
１
人

尚
専
、
明
石
高
専
　
　
　
３
人

又
援
学
校
　
　
　
　
　
１
０
人

私
立
高
校
　
　
　
　
１
５
８
人

仏
立
高
校
　
　
　
　
　
３
３
人

私
立
広
域
通
信
制
　
　
２
７
人

子
校
又
は
各
種
学
校
　
　
５
人

の
学
校

帰
国
　
　
　
　
２
人

３

人

（
３
年

５
１
６
人
）

３
０
人

４
３
人

３
２
人

３
０
人

１
７
人
９
人
２
人
１
人
４
人

２

人
１
人
２
人
６
人

３
０
人

４
２
人
９
人
３
人

１
人
１
人
３
人
１
人
４
人
２
人
１
人
４
人
７
人

１
６
７
人

２
７
人

３
１
人
１
人

３

人

（
２
年

５
５
０
人
）

５
１
人

３
２
人

４
０
人

３
７
人

１
０
人
８
人
１
人
２
人
３
人

２

人
２
人

１
５
人

２
６
人

４
６
人

１
６
人

１
０
人

８

人
４
人

３

人
４
人

１
４
人

１
８
４
人

３
０
人
２
人

暮らしの相談室の出前注文をお待ちしています。

ご質問・ご要望など何でも結構|

●市役所

TEL 31-2121 内線 5131

● 自 宅
TEL//FAX 3 2-8309

●携 帯
090-2193-8360食戸嘔→
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